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胸に輝く“カラフルなドーナツ型バッジ”の正体 よく知りませんでした 

2021.5.1.  Mutsu Nakanishi 

テレビを見ていて、国会議員や財界の偉い人などが胸につけて

いるカラフルなドーナツ状のバッチに目が留まり、なんだろう

と。街でも見かけたことがある。 

多分 東京五輪・パラリンピック関係か、ライオンズクラブや

ロータリークラブみたいな団体のバッジだろうと。それにして

もカラフルだ。こんなセンスなかなかないと思うのですが、そ

れをつけている人物・・・・と。ところが、Amazon で売っ

ているのをみつけ、また、ほかでも・・・・。 

これはいったいなんと。 

みんな知ってる「SDGsのバッジ」だそうだ。 

また英語か… でも 誰でも知っているという。 

2015年9月に国際連合加盟国が採択した 

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」

を指す「SDGs」のバッジだと知りました。 

そんなふるくからあるのか?  

最近コロナが流行しだし、政府が低酸素社会・持続可能型社会     

を目指すと言い出してから、急によく見かけるようになった。 

小学生の孫たちがやってきて、「SDGs」のバッジやと呪文のよ

うに目的を唱える。学校でみんな習っているのだそうだ。私だけが知らなかったのかもしりませんが・・・・。 

 

■ 2015年9月に国際連合加盟国が採択した持続可能な開発目標 17項目 インターネットの検索より 

国連広報センターや外務省のホームページの記述によると、その決議採択の狙いは、 

《 あらゆる形態の貧困に終止符を打ち、不平等と闘い、気候変動に対処しながら、 

誰一人取り残されないようにするため、2030年までにこれら 17の目標を達成することにある 》 

17のゴール・169のターゲットから構成され，地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを

誓っています。SDGsは発展途上国のみならず，先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なものであり， 

日本としても積極的に取り組んでいます。 

バッジがカラフルなのは、この17の目標を17色で表現しているため。 

持続可能な開発目標 「SDGs」（ Sustainable Development Goals ）」17項目 

  



でも胸につけているえらい人たちはみんなバッジ17色の色の意味を理解されているだろうか・・・・・ 

「カラフルでええなぁ」だけではではいかんのですが・・・・・ 

これ知らなかった私の 負け惜しみです。 

コロナ禍の中で、いろいろほころびが見えてきた日本。Post ポストコロナの新時代、日本の社会や働く現場を活力あ

るものにすることに、誰もが目を向けるべきヒントが持続可能な開発目標（SDGs）の中に数多く含まれていると。 

 

国連広報センターや外務省のホームページには下記概要記述がありました。 ご参考まで 

  「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」2015年9月に国際連合加盟国が決議採択 

  ■ 持続可能な開発目標（SDGs）について 

    https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/index.html 

  ■ 持続可能な開発目標（SDGs）達成に 向けて日本が果たす役割 

    ＳＤＧｓを通じて、豊かで活力ある未来を創る 

    https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/sdgs_gaiyou_202103.pdf 

                                    

    日本の取組 外務省のページより 

     https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/index.html 

   

令和３年３月 外務省 国際協力局 地球規模課題総括課がまとめた日本の取組について示した立派な資料があり、 

2021年の取組についても立派にまとめられている。 

持続可能な開発目標（SDGs）達成に 向けて日本が果たす役割 

ＳＤＧｓを通じて、豊かで活力ある未来を創る 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/sdgs_gaiyou_202103.pdf 
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そして、これらに向けて、政府関係機関のみならず、地方自治体・企業・学校・各種団体そして個人が参加し、 

その意志表明がこのカラフルなバッジだそうだ。インターネトを調べるとバッジのアレンジ変更は認められていないが、

取組意志があれば、自由にこのバッチを採用PRその他に使えるようだ。 

ホームページにも意匠デザインのアレンジ・書き加え等変更しなければ、このバッジを使うことができるようだし、イ

ンターネトには高級品から500円程度の価格で、このバッチが売られ、またこのバッチ‣意匠を使った印刷等作成の広

告サイトもいくつも出ている。商業主義が見え隠れ。 

 

この取組に賛同、私をはじめ、それぞれが取組まねばならぬ目標だと意識しますが、 

誰一人取り残すことなく安定した持続社会形成には 達成目標がこんなにあるのか…と 

また、実践行動を起こすうえでの共通認識も明確にされている。 

自分自身が知らず知らずのうち、無視・切り捨てていると頃もたくさんあるようだ。 

でも、これがポストコロナの時代の世界標準なのだ。 

この項目を見て、自分の行動を見つめなおす良き機会である。日本にも同じくそれが言えるだろう。 

・・・・????である。今の日本 プランは立派でも、行動の中身となると・・・・・・・。 

 

今 コロナ禍のなかで、低炭素社会構築が叫ばれる経済プランが大々的に発表され、企業イメージを高める取り組みが

始まっている。そのキーワードは カーボンニュートラル 持続可能な社会への取組だ。 

でも一方で、弱者が切り捨てには目をつむっている現実。今一度考えねば…・・と。 

日本ではいつも形・枠組みばかりで、そこで暮らす人たちへの取組がなおざりになっているように見える。 

このSDGsについても目標のトップに 

 「あらゆる形態の貧困に終止符を打ち、不平等と闘い、誰一人取り残されないようにするため」 

と明記されている17項目達成の 一番大事な理念であろう。これが忘れられては何にもならない。 

 

コロナ禍の昨今の日本の社会のほころびを見るにつけ、自分の意志表明しての取組として、バッジをつけて歩くことも

大事ですが、持続可能な開発目標（SDGs）の中身を紐解いてみることも大事だと。 

行動のないプランは絵に描いた餅 心せねばと思い、自戒を込めて、お知らせした次第です。 

 

今日本が置かれている立場 トップを走る物つくり日本の脱落が鮮明になり、 

中間層の著しい縮小と格差急拡大が現実の社会問題に 

日本再生には物づくり現場の原点復帰(機械が働く現場から人がはたらく現場へ)の再生と雇用不安の解消 

日本で帰結する新しいモノづくり革命 新産業現場の創生・日本の中での雇用拡大と中間層の早期拡大 

機械が働く現場に目を向けるグローバル・大企業ばかりに目を向ける社会からの革命的転換、 

日本の地域経済の復活とまとめる人もいる。 

日本の中で、日本の現場を活力あるものにすることに目を向けることが大事と 

そんなヒントが持続可能な開発目標（SDGs）の中に数多く含まれていると。 

 

またＳＤＧｓバッジからの勝手な年寄りのブツブツ お許しください。 

でも、コロナ禍の中で見えてきた日本のほころび  

今一度 立ち止まって じっくり考えてみたい。  

                       

 2021.5.1.  From Kobe   Mutsu Nakanishi 

 

今月のFrom Kobeに今の現状に本を考える記事収録していますので、  

ポストコロナにむけての記事参考に添付 

 



参考 From Kobe 新緑の5月収録より 

1. ■ コロナ禍の中で 大音響の五輪PR隊 約800m  聖火ランナーは脇役か? 

下記にインターネットに掲載された写真と五輪聖火リレーに関する記事を示す。 

垣間見える商業五輪の醜さ スポンサーで成り立つ聖火リレー 

2021年5月3日 06時00分  東京新聞 

―  

聖火ランナーを先導するスポンサー企業の車列＝三重県伊賀市で 

４７都道府県で人口が最も少なく、県内総生産も最小の鳥取県。 

平井伸治知事（５９）が、首都東京の五輪の聖火リレーを「アメリカナイズされた大騒ぎ」と評している 

◆派手な車列に大音量の音楽 東京基準は非合理的 

聖火リレーは、約３０台の車列が約８００メートル続く。ランナーを先導するのは、大会スポンサーとなった企業の大

型宣伝車。大音量で曲を流し、車上のＤＪ（ディスクジョッキー）が興奮を盛り上げる。  

新型コロナウイルスの感染拡大のさなか、有名人ランナー目当てに集まる人々に企業がグッズを配り、群集の「密」も

生じた。 

４月、本紙のインタビューに応じた平井知事の口調は穏やかだが辛口だった。 

東京・秋葉原で生まれ育ち「東京の感覚は分かる」とした上で、「全国のリレーを東京基準で作るというのは合理的 

ではないのではないか」「地域になじむやり方がある」「商業主義と五輪の理想の調和を保つべきだ」と説いた。 

でもこんな風に五輪聖火リレーが行われているなどテレビにも大新聞には全くでていない。 

特にNHKは 毎日聖火リレーの様子を報道するが、こんなどんちゃん騒ぎの隊列が延々800mも続くという。 

まったくのホウカムリ。コメントもなにもなし。 何ででしょうか………・ 

聖火ランナーが聖火を粛々と800mも後でまるでトカゲのしっぽが如くに走ってゆく。 

オリンピックの理念も当初東京五輪の目的「復興五輪をテーマに日本を世界に示す」とした内容もまったく示されぬま

ま、大音響の隊列はお祭りもりあげ隊 自己宣伝隊。まるでカーニバルの隊列としか考えぬ大隊列が進んでゆく。 

オリンピックの精神などそっちりけの隊列だという。いわゆるお上に逆らわぬ昔の大名行列のお通りだ。 

これが令和の日本の現状だ。しかもコロナ感染が拡大するさなかである。 

スロ-ガンと行動が全くかけ離れた商業主義の隊列が行く。もう口あんぐり。こりゃ 誰もついてゆかんわと。 

もう 五輪は中止したら・・・・・・・・と。   2021.5.3   by  Mutsu Nakanishj 

 

2021.5.5. 和鉄の道 From kobe 収録 Mutsu Nakanishi 



■ 収まらぬコロナ禍の中で どうなるポストコロナの日本 

      元京大総長 山際寿一氏のオピニオン 

地球環境問題がいろいろ論議されている中で あまりにも利己的な近視眼的視点が中心ではないか 

  現代人が忘れ去り、無視してきた豊かな自然都人との絆  元京大総長 山際寿一氏のオピニオンです 

2021.4.28. 神戸新聞 朝刊 13面【オピニオン】言論より 

 

                    2021.5.5. 和鉄の道 From kobe 収録 Mutsu Nakanishi 


